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令和８年度定時評議員会の報告並びに重点指導事項について（確認） 
 
 梅雨の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、 
日頃より、本連盟剣道競技部の活動に対しまして、ご理解とご協力を賜り深く感謝申し上げ
ます。 

さて、６／４（木）本連盟の令和８年度定時評議員会が開催され、以下について報告され
ました。すでに各都道府県中体連事務局より周知されているとは思いますが、確認のため連
絡させていただきます。 

つきましては、各学校及び地域クラブ活動に周知いただくとともに、「令和８年度申し合
わせ事項」「重点指導事項」等（R７／１０／１発出）と併せて、全国大会に向けて適切な
指導が実施できますようよろしくお願いいたします。 

 
記 

 
１ 報告１ 組合せ抽選方法について 

今年度も「組合せソフト」を使用したコンピュータによる抽選を行います。ただし、
大会の簡素・効率化の観点から、昨年度まで行っていた団体戦におけるベスト１６での
抽選を今年度から廃止することといたしましたのでご了知ください。 

 
２ 報告２ 令和 10年度からの個人戦出場枠の縮小について 
   令和９年度以降の全国大会規模縮小について、昨年度の競技部会（R7.8.22開催）で

協議し、「現行男女各２人出場（計 192人）を、令和 10年度（茨城全中）から、男女
各１人ずつ（計 96人）の出場とし、96人の削減をする」を提案し、承認されました。 

 
３ 重点指導事項の再確認について 
（１）礼法において、蹲踞の「始め」と「終わり」を正確・丁寧に行う。 

・ 「始め」は竹刀を抜きながら蹲踞し、静止する。 
・ 「終わり」は納刀した後、右手を右太股においてから立ち上がる。 

（２）団体の礼の前後や選手交替時における余計な所作は改める。 
・ 円陣を組んでの発声やパフォーマンス、胴づき、握手など 

   ・ 団体戦の選手入れ替えを速やかに行う。（個人戦も同様） 
（３）危険かつ見苦しい暴力的行為は、厳に慎むようご指導ください。 
（４）「安易に左拳を中心線から外す防御姿勢をとらせない」いわゆる「公正を害する変 

形な構え」について、今後も継続してご指導ください。 
（５）「鍔競り合いの解消途中」で時間空費が目的と思われる打ちを継続する場面が見受 

けられます。反則行為としてご指導ください。 
 （６）面紐や剣道着の袖の長さ、学校名以外の刺繍・ワッペン等の華美な着装にご留意く

ださい。 
 （７）「応援は拍手のみ」を各地区大会から周知徹底してください。 
※ 上記（３）～（５）については、厳しく反則を取りますので、くれぐれも事前に生徒
へのご指導をよろしくお願いいたします。 


